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● 第 26 回総会（2024.4.13） 

  ～ 事務担当者が替わりました ～ 

協会の事務を担当されていた三浦さんが 5 月に退職され、新任の伊藤さんを迎え 

ました。お 2 人からメッセージをいただいています。 

 

「2 年間という短い間でしたが、会長始め協会の皆様に、いつも優しい言葉をかけていた 

だき、協会をお支えする側でありながら、不出来な私を温かく見守ってくださり、本当に 

有難うございました。2年間の思い出は私の一生の宝物です。この経験を糧に皆様のボラン 

ティアの姿勢をお手本に、更に社会貢献できる人間に成長できるよう精進して参ります。 

これからも陰ながら協会活動をお支えできればと思います。本当にありがとうございました。

（三浦）」 

「6 月より雇用していただきました伊藤祐美子と申します。 

昭和 61 年 4月～令和 5 年 3 月 長崎県教育行政職員として主に 

高等学校で勤務しました。皆様の崇高なボランティア精神に触れ、 

その活動のお役に立ちたいと思っています。 

よろしくお願いいたします。（伊藤）」 

 

☘運営委員会について 

 

運営委員会 

運営委員会 

 

 

 

大野城市国際交流協会情報紙 ビギン新聞  

 

～Think globally, Act regionally

まどかぴあ会議室にて開催されました。 

2024 年度の事業計画と予算案が承認 

され、今年度の事業がスタートしました。 

総会開催にあたって井本市長より祝辞を 

賜り、日野地域創造部長、濱コミュニティ

文化課長にもご臨席いただきました。 

 

 

総会後の 2024 年度第 1 回理事会において、協会の運営委員会の役割を「協会活動全体の 

運営を把握し、各イベントについて協議しながら進める」と定めました。運営委員は、誰が 

どの活動を担当するというのではなく、全員が全ての活動に関わっていくという方針です。 

 

 

 

＜2024 年度 運営委員＞ 森永、宮下、有馬、郷原、高向、森田、藤井、東、辻村 

東、辻村 

 

 



● オイスカ交流会（2024.6.29） 

 

＊＊＊オイスカ西日本研修センターについて＊＊＊ 

オイスカ（OISCA : The Organization for Industrial, Spiritual and Cultural Advancement-

International）は、国際的な農業開発協力、環境保全、人事育成などの活動を行う公益財団法人で、

主にアジア太平洋地域を対象としたプロジェクトを推進しています。 

オイスカ西日本研修センターは早良区にあり、アジア太平洋地域を中心とする海外からの研修生が 

農業技術を学んでいます。協会との関係は深く、オイスカ交流会や国際交流フェスティバルでの 

出店に協力していただいています。今年度は研修生に、おおの山城大文字まつりのステージに出演 

していただく予定です。 
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15 名（協会員 6 名・一般 6 名・学生 3 名）で OISCA（オイスカ）西日本研修センターを訪れ、

海外から来日して農業技術を学ぶ研修生と、農作業や研修生のお国料理作り体験、ゲームなどを 

通して交流しました。今回は福岡にお住いの外国人のご一家も参加され、国籍も年齢層も一層 

＜活動内容＞ 

・農作業等体験 

トマトと人参の収穫、トマトの袋詰め作業を 

体験しました。 

・研修生のお国料理作り 

モンゴルのボウズ、インドネシアのバクソ、 

フィジーのロボを作りました。 

・1on1 国紹介 

研修生と訪問者がペアになり、研修生が自分の 

国を紹介しました。 

・研修生による、ダンス交流やバンブー演奏 

・レクリエーション 

協会で準備した、布取りゲーム・陣取りゲーム・

The Fixer などのゲームで盛り上がりました。 

多様なメンバーとなりましたが、

積極的に楽しく交流することが 

できました。 

研修生の皆さんも各国のダンスに

よる交流やバンブー演奏など 

いろいろと準備してくださった 

おかげで、時間が足りないほど 

充実した一日となりました。参加

者からは「楽しい」「ぜひまた 

参加したい」との声が上がってい

ました。 

☆ロボ 

地面に穴（lovo ロボ）を掘って焼けた石を置き、

バナナなどの葉で包んだ食材を入れ、さらに葉で 

覆って蒸し焼きにする、フィジーの伝統料理です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外国人のための防災講座（6.22）】 

大野城市 危機管理課 防災専門官の高橋さんを講師に 

迎え、起こりうる災害と日頃の備え、いざという 

ときの対応などについて学びました（英語通訳は  

コミュニティ文化課の江上さん）。自宅と避難所を 

ハザードマップで見つける練習や、緊急時のブザー 

音の確認、地震発生時に身を守る「しゃがむ・隠れ

る・待つ」の実演なども行われ、5か国からの参加者

14 名が真剣に学習しました。 

 

● ことばの交流ひろば 

【博多祇園山笠講座（7.6）】 

以前も山笠講座をしていただいた丸田さんを 

再び講師に迎え、丸田さんご自身の体験談や 

ビデオを通して学びました。この日は参加 

できる人が少なく残念ではありましたが、 

参加者は実際に東流で使われる法被・ 

はちまきを着けて舁き縄を持つという 

貴重な体験をすることができました。 
長法被 

水法被 

舁き縄 

大野城市及び近郊に在住する外国人の日本での生活支援を目的として、2001 年から続いて 

いる「ことばの交流ひろば」の 2024年度の活動が、4月 20日から始まりました。 

今年度の特徴は、中国・ネパール・モンゴル・アフガニスタン・ウクライナなど今まで以上に

多様な国からの受講生の参加と、受講生の年齢が社会人から学生、小学生まで幅広いという 

ことです。日本人も外国人もお互いに言葉や生活習慣を学ぶ「ことばの交流ひろば」での 

異文化交流が、これからますます重要視されそうです。 

 

2024 年度 交流内容（The topics） 

4/20 自己紹介 8/17  お盆 12/14 折り紙 

4/27 食文化 8/24 スポ－ツデー 12/21 クリスマス 

5/18 祝い事 9/7 救助の仕方 1/11 新年の行事 

5/25 国の代表的な料理（食事） 9/14 お月見 1/18 成人式 

6/8 日本の習慣 9/28 異文化交流 1/25 日本の遊び 

6/15 国の花 10/5 弁当文化 2/8 節分 

6/22 防災教室 10/19 各国の民族衣装 2/15 年号 

7/6 博多の祭り 10/26 交通ルール 3/1 国の野菜 

7/20 七夕 11/9 行楽 3/15 各国の学校事情 

7/27 夏の食べ物（涼を感じる） 11/16 名前 3/22 茶話会 

8/3 SDGs 11/30 防災センタ－訪問   
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大野城市国際交流協会事務局：市役所 3 階 コミュニティ文化課内 
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Other organization News & Event 

福岡県留学生会（FOSA）（2024 年 6 月 16 日） 

 
大野城市国際交流協会と様々なイベントを通して長年にわたり交流が 

続いている福岡県留学生会の「2024 年度新入生歓迎会＆夏のシンポ 

ジウム」がアクロス福岡のこくさいひろばで行われました。FOSA 執行

役員をはじめ福岡近郊の各大学で研究・勉学に励む留学生の勉学内容・

目的を、彼らの発表から詳しく知ることができる良い機会でした。 

また、日本の各大学・大学院が学問研究などで海外から高い評価を受け

ていることを認識する良い場でもありました。 

 

2024 年度 FOSA 会長  

ダニヤ アルカティブ 

 

編集後記 

2024 年度の活動がスタートして 3 か月、熱中症を警戒する季節になりました。体調に気を配り 

ながら、盛りだくさんのイベントを楽しみましょう。今年度も活気にあふれる協会の姿を皆様に 

お届けしたいと思っています。よろしくお願いします。（T） 

 

大野城市国際交流協会は 1999 年の協会設立以来「Think globally, act regionally」をモットーに 

掲げ、異文化交流・国際交流を目標として活動を行っています。大野城市内在住の外国人の数も 

国籍も協会開設時に比べ大きく変化し、2024 年度の協会の役割は非常に多義にわたり展開して 

います。7 月末から始まる「第 30 回世界少年野球大会福岡大会」では、世界 12 の国・地域から 

少年たちが福岡へ来ます。大野城市はオ－ストラリア・台湾からの少年たちの受け入れが決まり、 

大野城総合公園を中心にさまざまな活動が計画されています。協会は 8 月 2 日の Farewell party を

担当し、できる範囲の協力で参加しています。また、9 月の大文字まつりの大文字公園において、

2024 年度は OISCA 西日本研修センターのステ－ジが「まつり実行委員会」から予定され、 

OISCA の快諾をいただきました。協会では協会と交流の深い OISCA 参加当日のサポ－トも考えて

います。また、今年で第 11 回目となる「英語日本語スピ－チコンテスト」の会場入口周辺での 

「国際交流協会活動紹介」「OISCA 活動紹介」等も場所の確保ができました。協会員の皆さんで 

知恵を出し合いながら、活動紹介が市民の皆さんの興味につながるように工夫していきましょう。

（大園） 
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